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ポリエチレンイミン・(CH2CH2N H)n -(PEI)は、水和により二重らせん構造の無水和物 (EI圧も0= 1/0J から平面ジ
グザグ構造の水和物 (EI店長0=110.5 (0.5 水和物)、 11 1.5 (1. 5 水和物)、 112 (2 水和物) J へ転移する (Y. Chatani 




程を赤外、 X 線測定より調べたところ、赤外、 X 線ともに非晶状態から直接水和物へ結晶化する様子がみえた。つま
り PEI は吸湿により結晶相で無水和物から水和物への転移を起こすと同時に、非晶相でも一部、水和物へ結晶化する
ことが分かつた。
また PEI 水和試料の加熱過程において、無水和物は約 600Cで融解するが、試料が水を含んだ状態では、加熱によ
り水和物間での転移が生じることが分かつた。例えば非晶領域に少し水を含んだ、試料(結晶相はほぼ無水和物)の場




さらに 0.5+ 1.5+2 水和物の水和試料の場合で、は、高温で 2 水和物、 0.5 水和物から1.5 水和物への転移が生じた。
また水のバンドに注目すると、 0.5、1.5 水和物の水のバンド (3115 cm- 1 ) の方が 2 水和物の水のバンド (3375 cm-
1 )より低波数側に現れ、 0.5、1.5 水和物はより強し、水素結合を形成していることが分かつた。また、 2 水和物試料を
加熱した場合にも、高温で1.5 水和物への転移が生じた。以上より、1.5 水和物は他の水和物に比べ安定な結晶構造
であり、これは結晶構造内の強い水素結合と関係していると考えられる。しかし、 2 水和物にさらに水を与えた試料
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